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（2） 軍 国 主 義 時 代 の 音 楽 と教 育
こ の よう な 経 緯 を辿 り な が ら 唱 歌 教 育 は 徐 々 に 学 校 教 育 制 度 の 中 に定 着 し て い っ た
が 、小 學 唱 歌 は 難 解 な 文 語 体 の 歌 詞 に よ る も の で あ っ た。そ の 間 に 日 清 戦 争（ 明 治27 年 ）
や 日 露 戦 争 （明 治37 年 ） が 勃 発 し 、 民 間 に お い て は 軍 歌 が 流 行 し 始 め た 。 ま た 、 田
村 虎 蔵 ・納 所 弁 二 郎 ら に よ る寸 幼 年 唱 歌 」 や 東 く め ・ 滝 廉 太 郎 に よ る 「幼 稚 園 唱 歌 」
等 が 出 版 さ れ た 。 す な わ ぢ 言 文 一 致 唱 歌 ” の 出 現 で あ る 。 話 し 言 葉 風 の 歌 詞 内 容 が
理 解 し やす い 言 文 一 致 唱歌 は、 子 ど も た ち や 一 般 庶 民 に も 親 し ま れた 。 こ れ ら の 言 文
一 致 に よ る 唱 歌 に つ い て 、 当 初 は 文 部 省 や 教 育 当 局 者 た ち か ら 反 発 もあ っ た が 、 そ の
後 の小 学 唱 歌 の 改 革 に 大 き な影 響 を 与 え る こ と に な っ尭 。 ま た 、 こ の 頃 に は5 音 音 階
の い わ ゆ る “ヨ ナ 抜 ぎ 旋 法 に よ る 唱 歌 調 が 完 成 し 、 こ の 音 階 に よる 滝 廉 太 郎 の 「 お




第 一 次 世 界 大 戦 終 了 後 、大 正 ロ マ ン ・ デ モ ク ラ シ ー とい わ れ る 風 潮 の 中 で 生 ま れ た
の が “童 謡 運 動2 ）"　で あ る 。 こ れ は鈴 木 三 重 吉 に よ る 童 話 雑 誌 「赤 い 鳥 」 の 刊 行 （大
正7 年 ）バこ始 ま り、 北 原 白 秋 、 三 木 露 風 、 西 条 八 十 、 野 口 雨 情 ら が 参 画 し た。 さ ら に、
作 曲家 の 山 田 耕 筰 、 成 田 為 三 、 近 衛 秀 麿 た ち の協 力 に よっ て 詩 に 旋 律 を 付 し た 童 謡 へ
発 展 し た 。　　　y
昭和 年 代 に 入 る と、 世 相 の動 向 は 軍 国 主 義 化 の 傾 向 が 強 ま り 、 そ れ に つ れて 学 校 音
楽 は そ の 方 向 に 組 み 込 ま れ て い く こ と に な る 。 特 に 昭 和12  （1937 ） 年 の 日 中 戦 争 突
人 後 は 学 校 に も 全 面 的 な 協 力 が 強 く求 め ら れ る よ う に な り、 学 校 行 事 や 儀 式 の場 で は
「愛 国 行 進 曲 ム丿 愛 馬 進 軍 歌 」、「 海 ゆ か ば 」 等 が 国 民 歌 と し て 歌 わ れ る よ う に な っ た。
そ し て 、昭 和16 年 に は さち に戦 時 体 制 傾 向 が 強化 さ れ、学 校 は制 度 改 革 に よ っ て「国
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